
令和５年度
豊田市男女共同参画社会に関する

調査報告書

市民アンケート 中学生アンケート 事業所アンケート

調査対象者

調査票配布数

調 査 期 間

調 査 方 法

回収結果

47.9 49.9 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=357)

女性 男性 その他

1.9%

10.7%

18.3%

19.2%

20.5%

12.6%

16.7%

0.2%

18・19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

（N=1,279）

女性

56.5％

男性

42.5％

その他

0.5％

無回答

0.5％

（N=1,279）

結婚している

（内縁を含む）

72.5％

結婚していない

20.6％

結婚していたが、

離婚・死別した

6.5％

無回答

0.5％

（N=1,279）

仕事をしている

70.5％

仕事をしていない

28.9％

（N=1,279）

 製造業 28.2％

 医療・福祉 16.5％

 建設業 13.6％

 運輸業 13.6％

主な業種 従業員数

 1～50人

 51～100人

 101人以上

 ２割未満

 ２～４割未満

 ４割以上

30.1％

35.0％

35.0％

47.6％

17.5％

35.0％

女性従業員

比率



2.8 

3.9 

0.8 

4.8 

1.5 

7.8 

7.0 

11.2 

3.0 

26.1 

4.4 

21.8 

34.2 

66.9 

52.9 

45.1 

17.6 

18.5 

27.1 

4.8 

8.8 

3.9 

40.7 

17.6 

18.5 

1.1 

3.4 

0.6 

23.8 

5.6 

9.6 

12.0 

28.6 

19.6 

10.9 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 A_家庭で 】

市民調査（N=1,267)

中学生調査（N=357)

【 B_学校生活で 】

市民調査（N=1,248)

中学生調査（N=357)

【 C_社会全体で 】

市民調査（N=1,264)

中学生調査（N=357)

１ 男女共同参画に関する意識と実態

2.4 

2.0 

2.8 

2.7 

2.7 

1.7 

0.6 

0.5 

0.8 

1.1 

1.2 

0.6 

7.6 

7.9 

7.0 

8.5 

7.9 

9.0 

5.0 

5.2 

3.1 

5.7 

5.0 

5.1 

31.4 

25.9 

34.5 

16.6 

17.2 

28.8 

53.6 

50.9 

54.2 

23.9 

23.8 

33.5 

22.8 

28.0 

27.3 

28.5 

32.5 

27.1 

9.4 

13.2 

9.1 

27.8 

28.0 

28.3 

16.9 

20.1 

18.6 

27.5 

26.5 

20.6 

3.1 

4.2 

3.5 

17.6 

23.7 

16.6 

14.5 

12.5 

9.5 

7.0 

11.9 

9.4 

14.6 

9.9 

4.4 

3.7 

9.7 

6.8 

6.3 

12.7 

16.5 

16.6 

29.3 

9.3 

8.4 

15.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度（N=1,365）

平成30年度（N=1,248）

令和５年度（N=1,267）

平成25年度（N=1,340）

平成30年度（N=1,247）

令和５年度（N=1,255）

平成25年度（N=1,353）

平成30年度（N=1,248）

令和５年度（N=1,248）

平成25年度（N=1,353）

平成30年度（N=1,248）

令和５年度（N=1,265）

【家庭生活】

【職場】

【地域活動】

【学校教育】

女性の方が

優遇されている

女性の方が

やや優遇されている

平等である

男性の方が

やや優遇されている

男性の方が

優遇されている

どちらともいえない

わからない

市民調査と中学生調査で大きな差があります。

男性優遇が４割以上となっています。

中学生では、女性優遇の意識が高いです。

女性の方が

優先されている

どちらかといえば

女性の方が優先されている

平等である

どちらかといえば

男性の方が優先されている

男性の方が

優先されている

わからない

１



31.2 

25.5 

13.1 

63.8 

66.6 

77.6 

4.9 

7.9 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(N=1,366)

平成30年度(N=1,261)

令和５年度(N=1,266)

賛成 反対 わからない

13.1 

19.0 

77.6 

53.5 

9.2 

27.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民調査（N=1,262)

中学生調査（N=357)

賛成 反対 わからない

83.1 

98.9 

96.9 

10.1 

84.6 

75.8 

56.8 

49.2 

42.4 

32.9 

61.0 

49.5 

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持つ

子育ては女性も男性も協力して行う

男性も家事をきちんとする

「女は家庭・男は仕事」という考えをもつ

女性も積極的に仕事をする

女性も積極的に地域活動に参加する

女性（N=722）

71.6 

95.2 

89.9 

16.9 

75.2 

79.4 

43.5 

53.7 

61.8 

29.4 

51.2 

43.2 

男性（N=544）

考え方と行動の差が大きくなっています。

平成25年度以降、「反対」が
増加を続けています。

中学生はまだ「わからない」が
多くなっています。

賛成 そうしている

２



２ 家庭や地域における男女平等

13.1 

24.4 

7.7 

4.1 

1.3 

0.2 

0.1 

5.2 

0.1 

0.9 

12.0 

30.3 

83.8 

63.6 

88.3 

85.0 

80.2 

64.3 

1.4 

5.0 

2.0 

8.0 

4.8 

3.3 

1.6 

1.9 

2.0 

2.0 

1.8 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事全般（食事、洗濯、掃除等）

家計の管理

子育て全般

老親などの世話・介護

地域活動への参加

生活費を稼ぐ

67.3 

49.9 

52.8 

24.2 

16.2 

1.4 

0.9 

21.9 

0.3 

1.6 

35.1 

60.2 

30.2 

24.9 

37.8 

33.7 

38.8 

34.7 

0.8 

2.4 

7.9 

39.3 

9.0 

2.6 

0.9 

0.9 

1.3 

1.3 

1.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に妻が行うのがよい／行う 主に夫が行うのがよい／行う 共同で行うのがよい／行う

その他 無回答

41.4％

31.7％

26.2％

25.7％

22.3％

17.4％

16.0％

12.7％

地域活動は男性が取り仕切る

催し物の企画などは主に男性が決定する

自治区の集会の時には女性がお茶くみや片づけをしている

女性は役職につきたがらない

自治区の集会では、男性が上座に座る

自治区の組長などの登録は男性( 夫) だが、

実際は女性( 妻) が出席することが多い

女性が発言することは少ない

実質的な活動はほとんど女性が参加する （N=1,279）

理想と比べて「主に妻が行う」
が非常に多くなっています。

固定的性別役割分担が根強く
残っています。

３



３ 職場における男女平等と女性活躍推進

1.2 

0.7 

0.5 

7.3 

4.5 

2.6 

9.5 

5.9 

5.3 

49.9 

45.0 

32.6 

26.7 

36.8 

50.2 

5.4 

7.1 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

N=1,338

平成30年度

N=1,212

令和5年度

N=1,262

女性は仕事を持たなくてもよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

48.5 

38.8 

43.4 

32.3 

40.7 

42.1 

19.3 

20.5 

14.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

N=800

平成30年度

N=757

令和5年度

N=855

違いがある 違いはない わからない

59.6 

6.1 

15.2 

15.2 

26.3 

1.0 

48.5 

1.9 

10.7 

15.5 

35.9 

2.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

結婚・出産にかかわらず、

育児休業などの制度を利用して

働き続けることが一般的

結婚を機に退職

出産を機に退職

出産を機に退職し、育児や介護が

一段落したら復職する

女性従業員が少ないため、

一概には言えない

無回答 平成30年度（N=99)

令和5年度（N=103）

33.0 

33.0 

27.2 

24.3 

21.4 

17.5 

16.5 

13.6 

12.6 

9.7 

2.9 

20.4 

2.9 

0.0% 20.0% 40.0%

育児休業を利用して、出産後も

働き続ける女性が増えた

社内で、女性が働き続けやすい

雰囲気になった

リーダーや責任者になる女性が増えた

柔軟な勤務時間など、仕事と家庭の

両立がしやすくなった

女性が少なかった職場で

女性の採用や配属が増えた

企業などの採用で男女平等が進んだ

子どもが大きくなってからの

再就職がしやすくなった

家庭で、女性の就労への

理解が深まった

制度が整い、女性が働きやすい

職場になった

こども園（保育園）など

保育サービスが充実した

その他

特にない

無回答 N=103

「子どもができても、ずっと
仕事を続ける方がよい」が増
加し続けています。

４



４ ワーク・ライフ・バランス、育児・介護と仕事の両立

49.9 

72.1 

40.7 

60.8 

1.4 

8.3 

4.4 

8.1 

26.3 

5.1 

33.1 

13.6 

10.5 

1.3 

4.0 

0.7 

5.4 

7.0 

12.6 

11.4 

6.5 

6.3 

5.1 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（N=722）

男性（N=544）

女性（N=722）

男性（N=544）

できるだけ両立したい

配偶者・親族に任せて、仕事を続けた

い

仕事は続けたいが、直面する状況に

なったら仕事を辞めるしかない

仕事より優先するので、仕事を辞める

わからない

無回答

【育児】

【介護】

95.7% 98.3% 100.0%

4.9%

24.1%

55.1%

87.8%
82.2%

80.2%

2.6%

6.2% 17.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

H23 H30 R5（全国はR4）

女性（豊田市） 男性（豊田市）

女性（全国） 男性（全国）

1.0 
6.0 

2.9 

93.0 

96.1 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度（N=100）

令和５年度（N=103）

3.0 

2.9 

95.0 

97.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度（N=100）

令和５年度（N=103）

3人以上 1～2人 0人 無回答

70.1%

76.7%

62.1%

62.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

豊田市 全国

51.5 

46.6 

27.2 

23.3 

19.4 

17.5 

16.5 

12.6 

9.7 

2.9 

2.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

同僚や同じ職場の人の負担が大きくなってしまう

業務が、個人の知識や技術に頼ることが大きい

企業の経済的負担が大きくなりそう

同僚や同じ職場の人の理解が不十分である

仕事の量が多く、労働時間が長い

経営者や管理職の理解が不十分である

子どもの病気などのときに対応が難しい

法律や社内の制度が十分に知られていない

特にない

その他

無回答

（％）

５



思う

22.1％

どちらかと言えば

思う

45.7％

どちらかと言え

ば思わない

9.0％

思わない

4.9％

わからない

16.1％

無回答

2.1％

N=1,279

６ 性の多様性について

LGBTQ

５ DVについて

DV

DV

DV

DV

DV

26.7 

13.3 

72.6 

84.0 

0.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（N=599）

男性（N=405）

DVの被害経験あり DVの被害経験なし 無回答

29.2 

21.3 

69.3 

77.2 

1.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度(N=784)

令和５年度(N=1,010)

DVの被害経験あり DVの被害経験なし 無回答

DV

知っている

36.0％

知らない

63.2％

無回答

0.8％

DV DV

42.2 

45.4 

36.6 

12.5 

31.7 

10.2 

57.8 

54.6 

63.4 

87.5 

68.3 

89.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 女性 】

平成24年度(N=199)

平成30年度(N=152)

令和５年度（N=164）

【 男性 】

平成24年度(N=88)

平成30年度(N=60)

令和５年度（N=59）

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった

48.7 

4.9 

60.0 

14.5 

5.6 

30.6 

18.4 

27.7 

19.5 

11.2 

18.4 

74.3 

10.2 

63.6 

80.8 

2.3 

2.4 

2.0 

2.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ＬＧＢＴＱ

②ＳＯＧＩ

③カミングアウト

④アウティング

⑤アライ

おおよその内容まで知っている 聞いたことはある

聞いたことがない 無回答

（N=1,279）

約５人に１人

女性の６割、男性の９割
がだれ（どこ）にも相談
していません。

「生活しづらい
と思う」
67.8％

６



７ 男女共同参画社会の実現に向けて重要だと思う市の取組

調査結果からわかる豊田市の現状

51.3 

37.5 

32.3 

29.8 

28.9 

25.4 

24.2 

22.0 

20.2 

18.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

保育サービスなど子育て支援の充実

ワーク・ライフ・バランスの理解促進（労働時間短縮、休暇制度の普及など）

女性の就労支援（継続就労・キャリアアップ、離職中の支援など）

職場における男女平等な環境づくり

家庭における男性の家事・育児参加の促進

男性の育児参加促進への取組（父親向け育児講座の開催など）

高齢者の健康やいきがいづくりへの取組

女性のさまざまな悩みを気軽に相談できる相談体制の充実

男女共同参画社会づくりのための取組（意識啓発・市民活動の支援など）

地域活動における男女共同参画の促進（不平等な役割分担をなくすなど） N=1,279












